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東
西
配
置
計
画
案
と
し
た

と
説
明
、
そ
の
後
、
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

結
果
、
新
庁
舎
平
面
計
画
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
策
定
を
経

て
現
在
、
基
本
設
計
業
務

を
進
め
て
い
る
が
、
今
年

４
月
の
議
会
か
ら
市
長
へ

の
提
言
を
受
け
、
財
政
計

画
・
西
庁
舎
周
辺
整
備
計

画
も
併
せ
て
進
め
る
べ
き
、

実
施
計
画
は
基
本
設
計
業

務
終
了
後
に
着
手
す
べ
き
、

新
庁
舎
の
位
置
に
つ
い
て

南
北
か
ら
東
西
配
置
へ
の

変
更
の
計
画
の
時
期
は
、

基
本
設
計
案
に
つ
い
て
議

会
の
意
見
反
映
は
、
現
在

の
基
本
設
計
事
業
費
総
額

は
、
浸
水
対
策
と
し
て
敷

地
の
嵩
上
げ
は
、
と
い
っ

た
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か

ら
は
、
財
政
計
画
や
西
庁

舎
周
辺
計
画
も
併
せ
て
議

会
と
は
丁
寧
な
議
論
に
努

め
て
い
く
、
実
施
設
計
業

務
に
つ
い
て
は
、
基
本
設

第
12
回
特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

審
議
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

市
か
ら
は
、
冒
頭
庁
舎

整
備
基
本
計
画
で
は
、
新

庁
舎
の
位
置
は
、
現
庁
舎

を
で
き
る
限
り
利
用
し
建

設
で
き
る
位
置
と
し
、
旧

給
食
セ
ン
タ
ー
、
車
庫
の

跡
地
と
し
て
い
た
。
同
時

に
環
境
に
配
慮
し
た
庁
舎

と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
す

る
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル

の
実
現
方
針
と
し
て
い
た
。

基
本
計
画
で
は
南
北
軸
と

し
て
い
た
建
物
の
配
置
は
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
選
定
し
た
設
計
業
者
か

ら
環
境
先
進
庁
舎
と
し
て

西
日
の
負
荷
軽
減
の
大
き

い
東
西
軸
配
置
が
提
案
さ

れ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

や
建
築
工
事
に
お
い
て
も

施
工
費
が
安
価
に
な
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
の
意
見
も
東
西
配
置
に

賛
成
の
声
が
あ
っ
た
た
め
、

計
完
了
後
、
速
や
か
に
着

手
し
て
い
き
た
い
、
新
庁

舎
の
配
置
は
、
前
回
委
員

会
で
は
確
定
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
今
回
で
の
提

案
と
し
た
、
基
本
設
計
案

に
議
会
意
見
は
取
り
入
れ

て
い
く
、
事
業
費
総
額
は

現
在
、
算
定
中
で
あ
る
、

浸
水
対
策
と
し
て
、
地
盤

を
嵩
上
げ
す
る
計
画
で
、

基
本
設
計
案
に
つ
い
て
は

議
会
の
同
意
を
経
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
市

民
の
意
見
を
聞
き
、
基
本

設
計
書
を
取
り
ま
と
め
た

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

庁舎整備特別委員会

■
議
案
第
57
号

平
成
30
年
度
湖
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

債
務
負
担
行
為
と
し
て

庁
舎
整
備
事
業
実
施
設
計

業
務
委
託
８
６
０
０
万
円

が
補
正
予
算
と
し
て
計
上

さ
れ
て
お
り
、
基
本
設
計

が
完
成
し
た
の
ち
に
実
施

設
計
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
基
本
設
計
が
ど
う
い

う
状
況
に
あ
る
の
か
市
民

や
議
会
に
も
十
分
に
説
明

が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
の
質
疑
に
対

し
、
基
本
設
計
の
完
成
は

本
年
10
月
末
に
な
る
が
、

市
民
の
意
見
を
聞
く
た
め

に
こ
れ
ま
で
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
３
回
開
催
し
た
と

の
答
弁
で
し
た
。

反
対
討
論

基
本
設
計
が
市
民
に
も

議
会
に
も
説
明
の
な
い
ま

ま
実
施
設
計
の
予
算
提
出

に
は
反
対
す
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

賛
成
討
論

特
に
歳
入
面
で
、
普
通

交
付
税
が
約
４
億
円
増
額

と
な
り
、
市
債
発
行
は
臨

時
財
政
対
策
債
と
し
て
約

１
億
８
０
０
０
万
円
、
繰

越
金
が
約
２
億
１
６
０
０

万
円
あ
り
ま
し
た
。
歳
出

面
で
は
、
特
に
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
を
や
め

て
、
基
金
が
４
億
３
０
０

０
万
円
、
そ
の
他
を
い
れ

て
合
計
約
８
億
３
０
０
０

万
円
。
歳
入
が
約
８
億
円

と
す
る
と
、
健
全
な
補
正

予
算
と
な
り
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

■
議
案
第
58
号

平
成
30
年
度
湖
南
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

療
養
給
付
費
等
負
担
金

返
還
金
４
０
６
８
万
９
千

円
や
積
立
や
予
備
費
に
充

て
て
い
る
こ
と
は
、
医
療

費
の
減
額
が
原
因
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の

動
向
に
つ
い
て
は
と
の
質

疑
に
対
し
、
診
療
報
酬
改

定
や
被
保
険
者
数
の
減
少

に
よ
り
医
療
費
が
少
な
く

な
っ
た
。
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
も
被
保
険
者
の

減
少
の
方
向
性
は
否
め
な

い
た
め
、
新
薬
の
影
響
が

な
い
限
り
医
療
費
の
伸
び

は
な
い
と
考
え
る
と
の
答

弁
で
し
た
。
討
論
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
59
号

平
成
30
年
度
湖
南
市
国
民

健
康
保
険
診
療
所
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー
診

療
事
業
、
石
部
医
療
セ
ン

タ
ー
診
療
事
業
で
の
機
械

器
具
備
品
の
う
ち
内
視
鏡

シ
ス
テ
ム
の
購
入
金
額
が

違
う
の
は
な
ぜ
か
と
の
質

疑
に
対
し
、
内
容
は
同
じ

だ
が
、
個
数
の
違
い
で
あ

る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
医

療
機
器
の
初
期
購
入
に
か

か
る
整
備
計
画
、
償
還
計

画
は
ど
う
な
の
か
と
の
質

疑
に
対
し
て
、
医
療
機
器

は
通
常
５
年
返
済
で
あ
る

が
10
年
は
使
う
ス
パ
ン
で

考
え
て
お
り
、
十
分
採
算

が
取
れ
て
い
る
と
の
答
弁

で
し
た
。
討
論
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
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